
趣
味
の
会

朗
　
吟
　
部

　
　
　
　
部
　
長
　
佐
野
誠
一

　
　
　
　
幹
事
長
　
藤
本
菊
水

　
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中

毎
週
一
回
の
練
習
の
み
が
現
状

で
、

大
会
等
は
一
切
中
止
。

一

番
楽
し
み
に
し
て
い
た
全
富
士

吟
道
大
会
（

例
年
六
月
開
催
）

も
、

既
に
「

中
止
」

と
な
っ

て

い
ま
す
。

全
富
士
朗
吟
部
の
皆

さ
ん
の
殆
ど
の
方
々
が
、

既
に

か
な
り
の
ご
高
齢
と
な
っ

て
お

り
、

来
年
以
降
更
に
開
催
が
難

し
く
な
る
の
で
は
と
思
っ

て
い

ま
す
。

出
来
れ
ば
少
人
数
で
も

開
催
出
来
た
ら
な
～

と
望
み
を

捨
て
き
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
十
一
月
三
重
朗
吟
部
の

吟
道
大
会
・
忘
年
懇
親
会
は
何

と
し
て
で
も
開
催
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

願
望
・
コ
ロ
ナ
撲
滅
❢

　
掲
載
内
容
に
は
今
後
の
活
動
予
定
が
含
ま
れ
ま
れ
て
い

　
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
を
受
け
予
定
の
変
更
を

　
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　　　（２）　　　　　富士電機三重退職者友の会　　　　　　　令和３年４月２７日　　　　　　　　　　第１１０号

パ
ソ
コ
ン
部

　
　
　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
　
　
幹
事
長
　
辻
　
久
雄

　
昨
年
十
二
月
頃
か
ら
友
の
会

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
表
示
が
お
か

し
く
な
り
ま
し
た
。

原
因
は
少
し
古
く
な
っ

た
「

イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
（

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を
閲
覧

す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
）
」

の
不

具
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
対
策
は
、

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

が
推
奨
し
て
い
る
「

マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
エ
ッ

ジ
」

を
ダ
ウ
ン
ロ

ー

ド
し
て
、

エ
ッ

ジ
か
ら
友
の

会
ホ
ー

ム
ぺ
ー

ジ
を
閲
覧
く
だ

さ
い
。

　
エ
ッ

ジ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
方
法
は

友
の
会
ホ
ー

ム
ぺ

ー

ジ
の
「

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
が
う
ま
く

表
示
さ
れ
な
い
皆

様
へ
」

も
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
尚
、

ウ
ィ

ン
ド

ウ
ズ
1
0
パ
ソ
コ
ン
は
、

エ
ッ

ジ
を
標
準
装
備
し
て
い
ま
す
。

幹
事
会
で
中
止
を
決
定
。

会
員

に
は
賀
状
で
中
止
連
絡
を
し
ま

し
た
。

又
、

例
年
一
月
に
会
員

交
流
等
を
目
的
に
開
催
し
て
き

た
懇
親
会
も
三
月
迄
期
間
を
延

長
し
て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た

が
、

結
果
は
コ
ロ
ナ
の
収
束
が

見
ら
れ
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
令
和
三
年
度
（

四
月
～

令
和

四
年
三
月
）

は
、

第
十
二
回
総

会
、

各
種
旅
行
（

日
帰
り
旅
行

の
検
討
含
む
）

に
つ
い
て
も
コ

ロ
ナ
の
状
況
を
み
て
決
め
ま
す
。

カ
メ
ラ
部

　
　
　
　
部
　
長
　
戸
田
英
義

　
　
　
　
幹
事
長
　
安
藤
宣
朗

　
カ
メ
ラ
部
も
、

昨
年
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

撮
影
に
出
掛
け
る
機
会
も
少
な

く
、

部
の
撮
影
会
は
も
と
よ
り

フ
リ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
す
ら
出
来

な
い
状
況
で
す
。

更
に
、

月
一

回
の
定
例
会
も
こ
の
三
月
迄
の

令
和
二
年
度
に
於
い
て
は
、

三

密
を
避
け
る
た
め
八
回
の
開
催

に
留
ま
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
新
年
度
に

入
り
、

四
月

に
撮
影
会
を

予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、

実
施
で
き
る

か
ど
う
か
？

案
じ
て
お
り

ま
す
。

（

令
和
三
年

　
三
月
記
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
会
　
長
　
黒
川
益
雄

　
　
　
　
幹
事
長
　
土
肥
耕
三

　
令
和
二
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
の

た
め
、

巣
籠
り
が
当
た
り
前
の

生
活
に
な
り
、

体
力
も
低
下
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
第
二
十
回
大
会
は
中
止
と
し

ま
し
た
が
、

第
二
一
回
は
感
染

防
止
を
図
る
中
、

活
動
を
止
め

る
こ
と
な
く
開
催
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

第
二
一
回
大
会
入

賞
者
は
左
記
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
令
和
三
年
度
は
、

第
二
二
回

大
会
を
五
月
八
日
、

第
二
三
回

大
会
を
九
月
四
日
に
計
画
し
て

い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
部

　
　
　
　
部
　
長
　
岡
本
一
見

　
　
　
　
幹
事
長
　
市
川
謙
三

　
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
、

昨
年

の
退
福
共
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、

カ
ラ
オ
ケ
部
の

定
例
会
（

月
一
回
）

は
、

万
全

の
感
染
防
止
策
を
施
す
中
、

こ

の
三
月
迄
基
本
休
む
こ
と
な
く

続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
十
二

月
に
は
、

部
外
の
会
員
さ
ん
を

交
え
、

ク
リ
ス
マ

ス
忘
年
会
を
二
十

数
名
で
実
施
し
、

カ
ラ
オ
ケ
と
共
に

心
の
交
流
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、

ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
、

カ
ラ
オ
ケ

部
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
同
好
会

　
　
　
　
会
　
長
　
堀
内
　
定

　
　
　
　
幹
事
長
　
児
玉
吉
彦

　
令
和
二
年
度
も
大
会
を
四
回

開
催
す
る
計
画
で
し
た
が
、

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り

全
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

は
、

ゴ
ル
フ
場
と
も
協
議
し
な

が
ら
感
染
防
止
対
策
を
充
分
行

っ

た
上
で
開
催
し
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
最
初
の
大
会
を
四
月

十
五
日
、

鈴
峰
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
七
十
四
名
の
参
加
を
得
て
開

催
致
し
ま
し
た
。

当
然
、

パ
ー

テ
ィ

は
出
来
ず
少
し
寂
し
い
大

会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
年

振
り
の
再
開
で
楽
し
い
大
会
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
績
は
優
勝
が
尾
関
正
司
さ
ん
、

準
優
勝
は
長
谷
川
好
道
さ
ん
、

第
三
位
は
岩
井
司
さ
ん
で
し
た
。

次
回
は
六
月
九
日
の
計
画
で
す
。

旅
く
ら
ぶ

　
　
　
　
部
　
長
　
大
岡
利
勝

　
　
　
　
幹
事
長
　
黒
川
徳
男

　
「

旅
く
ら
ぶ
」

の
令
和
二
年

度
の
行
事
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

恒

例
の
海
外
・
国
内
旅
行
全
て
を

中
止
し
、

バ
ス
旅
行
を
三
月
に

実
施
す
べ
く
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、

十
二
月
の
時

点
で
も
感
染
拡
大
が
治
ま
ら
ず

盆
栽
園
芸
部

　
　
　
部
　
長
　
木
村
修
太
郎

　
　
　
幹
事
長
　
森
東
巳
男

　
今
年
の
新
年
号
に
て
報
告
の

通
り
、

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

緊
急
事
態
宣
言
下
に
伴
う
増
進

セ
ン
タ
ー

閉
館
等
、

一
度
も
展

示
回
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
こ
そ
は

と
の
願
い
を
込
め
、

剪
定
と
礼

肥
、

特
に
菊
花
の
冬
至
芽
の
挿

し
芽
が
四
月
上
旬
に
で
き
る
よ

う
、

昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

三
月
下
旬
に
菊
花

の
冬
至
芽
確
認
と
共
に
、

年
二

回
の
展
示
会
開
催
の
意
思
決
定

を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ

禍
の
心
配
が
依
然
と
し
て
消
え

て
は
お
り
ま
せ
ん
。

増
進
セ
ン

タ
ー

閉
館
と
な
る
事
態
と
な
ら

ぬ
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

腐
葉
土

作
り
、

植
木
鉢
の
洗
浄
乾
燥
等

の
準
備
を
進
め
て
お
き
ま
す
。

囲
　
碁
　
部

　
　
　
　
部
　
長
　
伊
藤
英
彦

　
　
　
　
幹
事
長
　
玉
置
孝
盛

　
囲
碁
部
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
、

対
局
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

誠
に
残
念
で
す
。

　
例
年
、

春
季
大
会
と
秋
季
大

会
を
増
進
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、

両
大
会
の
実
施
計
画
を
立
て
て

は
お
り
ま
し
た
が
、

過
日
部
長
・

幹
事
が
集
ま
り
、

春
季
大
会
（

五
月
）

の
開
催
の
可
否
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

現
状

部
員
の
平
均
年
齢
が
八
十
歳
を

超
え
て
お
り
、

高
齢
者
の
集
団

対
局
は
避
け
る
べ
き
と
の
考
え

か
ら
、

開
催
中
止
の
意
見
で
一

致
し
、

春
季
大
会
（

五
月
）

は

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
秋
季
大
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
を
踏
ま
え
、

判
断
し
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ウ
オ
|
キ
ン
グ
部

　
　
　
　
部
　
長
　
日
比
正
徳

　
　
　
　
副
部
長
　
黒
川
徳
男

　
令
和
二
年
度
最
後
の
行
事
「

桑
名
地
区
ふ
る
さ
と
巡
り
」

を

四
人
の
参
加
で
実
施
。

直
前
の

中
止
情
報
に
よ
り
不
参
加
と
な

っ

て
し
ま
っ

た
方
々
に
は
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍

に
も
関
ら
ず
、

令
和
二
年
度
は

四
回
の
計
画
を
無
事
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
、

会
員
の
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
は
、

①
四
日
市

港
ふ
る
さ
と
巡
り
（

五
月
十
六

日
）

②
い
な
べ
市
大
安
町
ふ
る

さ
と
巡
り
（

十
月
十
七
日
）

③

秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク
（

十
一
月
二

一
日
又
は
二
八
日
）
（

紅
葉
の

湖
東
三
山
か
ス
ス
キ
の
曽
爾
高

原
が
候
補
）

④
鈴
鹿
市
白
子
地

区
ふ
る
さ
と
巡
り
（

来
年
三
月

二
十
日
）
、

以
上
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

参
加
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
菜
園
部

　
　
　
部
　
長
　
河
田
詔
二

　
　
　
幹
事
長
　
生
川
喜
代
一

　
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

現
状
は

部
員
個
々
の
活
動
に
終
始
し
て

い
ま
す
。

今
し
ば
ら
く
我
慢
の

時
で
す
が
、

春
に
は
ス
イ
ー

ト

コ
ー

ン
の
種
を
配
布
し
、

種
を

ま
き
、

夏
に
収
穫
し
ま
す
。

　
秋
・
冬
野
菜
は

白
菜
、

キ
ャ

ベ
ツ

と
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー

の
苗
を
夏
頃
に
配

布
す
る
予
定
で
す
。

部
員
そ
れ
ぞ
れ
に

菜
園
を
楽
し
ん
で

頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

入
部
希
望
の
方
は

生
川
ま
で
ご
連
絡
を
。

電
話
番
号

0
9
0
.
1
4
7
3
.
5
4
5
0

船
釣
り
部

　
　
　
　
部
　
長
　
平
子
光
則

　
　
　
　
幹
事
長
　
大
井
政
幸

　
新
年
号
に
て
「

昨
年
の
反
省
・

回
顧
に
最
終
納
竿
月
の
釣
果
に

期
待
‼
」

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、

大
漁
と
は
な
ら
ぬ
も
陸
に
上
っ

て
の
お
土
産
は
、

三
十
セ
ン
チ

大
の
真
鯛
が
三
匹
、

手
の
平
サ

イ
ズ
が
三
匹
に
加
え
、

ワ
ラ
サ

（

ブ
リ
の
一
回
り
小
さ
い
魚
、

ハ
マ
チ
の
一
回
り
大
き
い
魚
）

が
三
匹
と
、

ク
ー

ラ
ー

満
杯
の

納
竿
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
シ
ー

ズ
ン
は
、

エ
サ
の
入

手
の
関
係
か
ら
、

五
月
第
三
土

曜
日
を
ス
タ
ー

ト
に
十
一
月
迄

計
画
実
施
予
定
で
す
。

計
画
表

は
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て

頂
く
予
定
で
す
。

船
釣
り
を
や

っ

て
み
た
い
と
思
う
人
は
、

友

の
会
事
務
局
ま
た
は
船
釣
り
部

部
員
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

新
入
会
員
紹
介

・
四
日
市
市

　

(

令
和
三
年
三
月

)

　
伊
藤
房
枝
さ
ん

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
訃
報

・
四
日
市
市

　

(

令
和
三
年
一
月

)

　
渡
辺
　
華
郎
さ
ん
（

九
三
歳
）

　

(

令
和
三
年
一
月

)

　
亀
田
　
元
雄
さ
ん
（

八
二
歳
）

　

(

令
和
三
年
二
月

)

　
濱
内
　
　
進
さ
ん
（

八
八
歳
）

　

(

令
和
三
年
三
月

)

　
桑
名
　
勝
己
さ
ん
（

八
三
歳
）

・
鈴
鹿
市

　

(

令
和
三
年
一
月

)

　
西
口
　
淳
一
さ
ん
（

八
十
歳
）

　

(

令
和
三
年
三
月

)

　
塚
原
　
義
孝
さ
ん
（

七
七
歳
）

・
三
重
郡
菰
野
町

　

(

令
和
三
年
二
月

)

　
上
森
　
三
郎
さ
ん
（

七
八
歳
）

　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　【各趣味の会への
　　　参加者募集中‼】

　気軽にご参加ください
　連絡は労働組合まで
　

　　（０５９）
　　　　３３０－１５０４
　

※作者からの申し出により、今号No.54を最後に

「元気じい」の連載を終了させて頂きます。

これまで多くの方々にご愛読頂き、感謝申し

上げます。 （編集担当記）


